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2004321 スーダン共和国大使講演会

上=ム サM オマール サイード大使

右=師同カリーマ エルサムニー女史

3月21日 ■¬FI世 界を,]イシリースJス ータ

ン共
`「

Jナ l・:琴洒会・J ⊂

'ハ
ウスでイ,た,7ま [′た

01は 「ス タンの肝史 支イLとアラフの|1人 |

のタイ トルで す使話,■のほかに アラLア 語調白う

のカリ マ●●11よる諸,十 1ちた,オl 女,か らは

,ブラビア語の工|′さ 館[′さに 1ヽ′l●●ら 「|■を

=る アラフの妻人たちをIn介されました

|`● ■イしのI=,tT後 でのカリーマ女史の謂演 こ

、リ ー属スータン●■l ri,国|こⅢI′らオ 意■´

ヽ計r会 に

'I'ま
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■人lri二Fの ,ご は4員 に■t「 いま●



2004年 度守谷市国際交流協会 IM FA,総会が 5月

16曰 ロクハウスで行われました.

会長の状拶 来賓として出席された会田市長の挨拶

の後 議事に入り 2003年 度活動郵告および決算

2004年 度事業計画および予算が それぞれ承認 可

決されました。また 青年交流委曇会委昌長の変更に

l■う役曇の変更が報告され 2003年 度急濾決まった

「J CA草の根支援事業 (通称ラオス フロジェク ト,J

の2003年度事業報告が行われました。

総会終了後 青年海タト協力隊に参力0した高橋歩氏か

ら 派遣先のベ トナムについての報告 」CA主 催のカ

ンポジアスタディーツアーに参カロした青年交流委員会

の鈴木良介君からの報告がありました.

その後茶話会で会員の親日■を深め 閉会しました

…皆さん こんにちは。
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2620000

1755000

7000

275192
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2004年 度予算 (支出)

科 曰  1予 算額 (lll)|

備  考

年会貴 ¬谷市国際交流碁全

■治体国準化協会

・:享
iEFコ ンサート

`均

「貴なと事業1只入

tt 人

燿越金

合 計

預金■l子0と

11年=1'越令

備   考

M FAは 昨年もいろいろな事業

を展開してきました。その中にラ

オス プロジェク トがあります.

これは 地域からの提案をJ CAが

ODA予 算を使い 資金的にバック

事業費

|[務詈
事務当

橘品哺人費

繰日
`令

予補費

合 計

3996000

11C000

65000

459000

20000
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交n費
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事務用品 ■

'■物笞き
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20000 周年 :E念 事業■馬尽令など
|

,192 1

466ワ 192
アッフするというもので M FAで は 交流があるラオ

スの人材育成の一環として ルアンフラバンの教師を

日本に招聘して 国造りに生かしてはしいということ

で提案しました。まさか すくに提案が通るとは思つ

ていなかったのですが これまでのM FAの 活動 実績

が評価されたのか 昨年末に国から承認され 今年

早々から事業を行ってきました。16年度もすでに国か

ら内示があり 3カ 年継続ということで 17年 度まで

予定をしています.

今年の夏休み期間中に 研修の受入先だった守谷高

校の先生方を含め ラオスに行きたいという声もあり

ます.M FAも さまざまな活動を行っていて 戦線が1申

びき っていますから マンパワーがほしい。今日来ら

れた方の中でラオス フ0ジ ェク トに参加してみたい

と思われる方がいらしたら うれしく思います.

M「 Aの活動をホームヘージで見て 近隣市などから

M FAを 視察したいという要望がたくさんきます。直近

では竜ヶ崎市からあり 土浦市は昨年に続き 今年秋

に再度来訪したいという要請もあります.こ れt,協会

の皆さんが それそれの委員会の中で いい仕事をし

ている結果だと思 っています.

ありがとうございました.

11闇襲」LD壼 Jア 「協力隊員から見たベトナム」

高橋歩氏は 2000年 7月から2003年 ?月までの3年

間 ホーチミン市支イヒ芸術大学支/ヒ観光学科で 旅行

業のマーケテイングと日本人観光客の心理 観光客を

想定した日本語の教育を担当されていました。

講演では ベ トナムの概要とlll理 歴史 通貨や観

光地などを紹介するとともに 青年海タトlit力3家員とし

ての現地での生活を 観光客 1通過者,と してではな

く 生活者の視点で覇告されました.

特に印象に残 った言葉としては 「未だにべ トナム

戦争の影響が感じられるJと 話されていたことでした.
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」iCA草 の根技術協力地域提案型研修

15年度ラオス●プロジェクト終了|
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2月26曰 守谷高校て生徒にラオスを紹介

ブアバ ン ・チ ヤンケオ

(ルアンプラバン教員養成短期大学英語部長)

1)教 育現場視察

視察先=守 谷高l~ ■浦―高 常絆学院中学¨ 菅=

中学技 郷州1小学● 水海道幼lt曰 保台巨 児童館

公立教F‐ 給食センター ボーイスカウト

|1業見学=英 語 化学 習字 数学 世卑史 青薬

美術 家庭ll 吉支

2)美 術工芸ワークショップ視察

3)帰 国後にラオスで実施したいこと

新し′く学んだことを会議で報告する 短期大学の教員

及び3年生を,J象に短期セミナーを開塔する 青少年

団体 女■1団体 貿易組合等で日本で学ハたことの括

FFを図る

4)来 年度の研修に向けた提言

ルアンフラバン高狡やことt,■′しセンターの生徒と致

昌を今後t支 =願 いたい 可為|ならはS●upいOnouvonl

大学の教官の日本での研修をお願い[′たい.

2月から始まつたラオス プロジェクト(ラオス国ル

アンプラバン県高等学校教員等に対する研修コース)も

3月29日の最終報告て無事終わりました。

関係された方々に厚くお礼申し上げます。

研修を受けたお二人の最終報告の概要を掲載します。

ブンコン・クツタオ
(ルアンプラバン県こども文化センター所長)

1)研 修目的

高●3,青について総合的な知識を身に付けること 日

本の高狡教育の実際面を学0ル アンフラバン県の高l‐

で適用を図ること 守谷市国際交流協会が行 ,ている

活肇t tti或のi吉動を学ヽこと |ポーイスカウ ト他|

守谷市の学校間 地0社 会での連携活動を学ふこと

ルアンフラハン県と守谷市のた好を促■すること

2)研 修て学んだこと

守谷言l・で学/・,た点をルアンフラバン県の言絞で活用

し′たい =理 刷のマネージメン ト 毎朝の|1業前の職

員会議 教員の教える技術 クラブ活動 規貝Jtt tく́

:■画4上があること 地域の活動|

3)帰 国後にラオスで実施したいこと

| 学ヽ生を対象にした史跡を見るスタディツアー 郷上

受の醸成 芸術活動 陶ま グルーフ活動を涌した●.

調性の育成 ラオスの伝続占楽を学校教育の中で大切

にすること

4)帰 国後の実施計画

研修でイ写たことをラオスタト務省 1青晰文イヒ省 教育省

に報告する ルアンフラバン県の教育醒係の会議で報

告する ルアンフラバン県の高校のオ交長に報告する

5)来 年度の研4彦に向けた提言

ルアンフラハン県こどt,支化センターの生徒と教員を

今後|,支据願いたい 13年間 . 研修は3カ 月間でお願

tit た́い 1日本語1カ月 ホームステイ1週胃 守谷高

校研修3週間 小口学校研1,3週間 日本の史跡の見学‐

ひょうたん 陶芸ワークシヨ

ッフ 守谷市民 こよる美術

展 千葉県房給のヽ 京都

奈良 奈良丼の史跡 ボーイ

スカウト活動 取手大利根ラ 1

イオンスクラブ 人形濠J

3月29曰 」CAつ くはセンターでのフ

ァイナル レポー ト 3月 4曰 郷州小学校ての授業参観



■1ま1970年に日本に来=t′た 当方は中学生t,1000人

くらいと少なか ,たし その:1は 外国人はアメリカFか

と思われてt) |ヽ′t ■ 日本が国際■■′ていうの こ篤tヽ

ています とこに行 ,て十,日本人は世界を矢]りtt)と ヽ

自身北海11から沖撮■で行 ,てい●t 県ヽ|よないし 主■日

本の町に行 ,てきま|た  その■で自分の埼 ってtiる●イ「

が分か ,て きました.そ れは EL較するキ,T.がなt)と,,

らなt)からで そのょうなときに嗜国の,■ の■晴■t′さ

が分かると思います t,L′ 日本の

'イ

」を無■[ッて実●イに

た Iを勉強t′ようと思 じ1_ら 大問
'い

てすた 残念●=

とにF‐本のち者は日本に1可t,なt'ような よそのヽイI よ

そのことだけ帖張している人かt)る.ように忠t まヽす tンが

t, 日本の支イしは素晴ら[′t)ところ

'た

くさム,`●ります

白分の■'し,■ 晴らしいとtt)な ,ち よその支イ」と,流 で

き|●ま 生活■,■t′くなると,い ます

Tlの国は 'JtさなアフリカJと 言えると思t'ます1人ヤ,

のるつ まで アフリカの皆さハ,'曇が自由|こスータン人|こ

なることができます.言 葉 こt),た '3アラビア言F(● ,

:こせな■でもスーダン人になl・ます 背が高しヽ人 [い 人

日・j ttt人ヽ 黒|)人 すべてス タンにいま●

気1姜的に|よ雨景が年LOか ら1800ミ リヽで 砂,lt,あ

るt ,́召地もおります ¬が大きいことをラら|=■1′く|]う

か●しオ1ませんが 大きt)ことき大変なことです 日本は

海 こ日まれていうから海を

"]て

人が来ます スータンは
ヨーロッハの植[モ地:`代に国11線を3か れまt,「 だか 3

国境は そこ1「住ムでいる住民とは度係がありヽ●ん 自
tl前にいとこがl■んでいてt,そこは別0国 で 別のJ籍 を

■ ってt)る そこへ行 ,ではい1,ないとは誰も言えません

' 

国11でトラフルとか内戦という.kり 対立がある|,|.

tン4ま せた,が それは植民地時代に弓,オ た匈■が習顆●

ので ∋―ロッハの政策が沖因にな ,rt るヽと思t]よ,

今皆され,の目に入るのは 内戦とか飢Oaとかでし,1, 実

際|二資源1よ豊かなのですが国ヽは資|ンい なせ貫t′いかと

tiうと 結局 よその人間が問にtよい 〕て I「だとかIt,ハ

を握 ,ている 音の言1ですが 隣のチ ャド■行くのに ス
ータン,=ロ ンドンにイラJて ロンドン1,らハリ ハリか

らチャドに′■ ,てt)言tッた 'な ら1時P.130分で行け■●

スータンの¬名はどこから■た0と しヽ0と  ギリシア時

代 エツフトの南とスータンの北嵩:はエチオヒアと
'乎

|まれ

ていました Iチ オヒアは 「ヌービッ' 顔ザ入場で

",オ

1

た人々のll,●Jと 呼は/tてt まヽした それをアラビア語

[直してスーダン こなりま[.た ス ータンはアラビア十島

からイ1海西寄リ セ■

'jル

まで 全さ

`ス

ータン「, 東が

=国 スータン チャドからセネガル■で,フ ランス スー

タンと言いました た六たまスータンは ほかの匡より先

|こ独立t′たからスーダンという国名をと ,で あとの匡は

チャドとかマリ ニジI― ルになりました もう一つ ア

フリカという言葉ですO t,と t,とテIニ ジアとリビアの

問の小さ●地I・Iの呼び名でした モ リタニア スータン

エチオしア アフリカ ,ヽ で黒人 T●匡とt)●章味です

スータンは まとんと/1TJ( 標高■は

'′

0メートルし

,ζ きヽす |′,1′ チ1用|′てt るヽの1●10ハーセン トまで

い っていまⅢ

^,.そ

′1■|,3200万 エーカーあり 日本の

農lti llか900万エーカーですから その3b倍  ●お,■,

90ハーセント,l・んでいます も ,たい■ti言1で アフリ

カの貫士とか釘1鉱とい1)毛,あ り■すが こ4か らアフリ

カ●Ё助7,Iを ヽ■[′tt)と ,屈 しないと,tヽま,

スータンは 91年 十1 管ヽ理■11から市場 1ヽ'市|[■中 経

,うほ良・くな :,てtlま, ス ●ン●●油匡
` :4責

分|,少

なt)|,■日本にほとんどい出|′てい■, ス タン●●・l

,Pし ない その理●は ,■■●晋■ 7●  スータンには

100年 ,:の 圧゛,¨ る11●があり■すが 日,広 t)11■

t,た ■ r・を十分●′ヽit  ヽ ●P静 喘と,流 Ⅲをうま・(い

●J:●[tな いと t,の はてきても ,ふ のに費用すか,リ

ち■1,きき, よキの国rt,た ri物 のは,,■ ・(千に

入る`二とt,おります

●う-1,の 川題は畜と r スータンはアフリカ(属 もヽ

言を飼育してt)ます 少な・1とt,1億4じ00万;曰t)ヽす こ

■

'ス

ーダン■葛日■■■Pて い■● 白■,',た から白■

“

1要こつ=● り六, 車や・l,あ オJきt,t 」`,「

'' 

ない

場合は1,争t′なけオ|よ●

`■

tl 澪||●オ■ トラフル

'1こきる 昔|よ板と刀た ,たり)が ,は 銃 ロケット●Ⅲ〔持

:,てtl■● そ′を押ヽオる「_■には
'P,必

,「 す 0

日本のODAで た・(さん● 1)(ti t‐,rt、ます ァラフ■L

は●が必要「海タトか|,輸入1で tl●す ●通,良 ・(なれは

食ヽをアラフ諸国|■,出てきるょ

'「

なt'ま,

スータン|まアフリカ子吊■,古t)[史  支′しを■ ,rtl十

, スータンとTソ フ トは一[,の■● ●'「と言 ,てt,良

t とヽ思t まヽす 向のほ■はヒラミッドの立′しを人

'1●

して

いました エシフ ト|よ国家事業と|ンで:lt]格力占【■tlと

造 3なか ,たので ,や

'■

き・(・・は,it)ス ータンて

|ま■秩t,造りまt′た た,3ス ータンには1000「 いにラ

ミッドがあります ヒラミッドtよ 本てt)えは神錮 こ,ビt)

とitiま す 川が,日七しなt]Jう にとエジフトでは [こ● |

を,|に流|ン■tた

' 

スータンはしラミッドを■ ,τ流し

ま:ンた
.この■ スライドを使い0,t 支イし ■拾●とを

“

」介|

ご|“押 Fり ,と うこさい■1ンた

1'aり =● ん

360● 見渡せま

す ですから 水

さオ(●オilます 11]

0 2004年 度専門委員会委員長 ψ

総務委畠会

都市交流委員会

語学研修委員会

広報委員会

Clグハウス委員会

青年交流委員会

ク
日本語講座委員会

久保  昌也  ●45 4390

尾1奇 和恵  848-8393

竹下 明子 ●46-2150

小野  宗 奮48-391ワ

吉田 篤子 ●45-2375

猪飼万由子 ●45 6600

根本ひとみ 845■ 569υ
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